
 

第１回 インターアクトクラブ国内研修の報告 

2022年 11月 1日（火） 
2790地区インターアクト委員会主催による第１回インターアクトクラブ国内研修が開催されました。 
本来であれば韓国や台湾への海外研修を開催の予定でしたが、新型コロナウイルス感染拡大防止対策の

状況を踏まえまして今回を初めで最後にしたい気持ちで国内に目を向けて県内のインターアクトクラブ 13
校、約 90 名の参加による研修を３年ぶりに開催されました。 
市原中央高校インターアクトクラブからは生徒７名と教員１名と、市原ロータリークラブから２名の合

計 10 名で参加してまいりました。 
開会式では千葉駅に直結の千葉ペリエホールで行われ、部会長（吉田英雄：千葉黎明高校校長）、地区幹

事長（織田信幸：松戸 RC）、地区青少年プログラム統括委員長（佐藤孝彦：浦安 RC）の挨拶の後、お客様
紹介として、㈱千葉ステーションビル（弭間俊則：千葉 RC）、報道関係として㈱ジェイコム千葉セントラル、
㈱千葉日報社、千葉テレビ放送㈱を代表して NHK 千葉放送局（細田美和子：千葉 RC）からご挨拶を頂いた後、
各学校、ロータリー、地区の紹介がありました。 
開会式終了後、名札のネックストラップの色別（赤、青、緑、黄）にグループに分かれてバスへ乗車。 

車内ではグループ名や閉会式での感想の発表者を決めるなど和気あいあいとしておりました。 
千葉マリンスタジアムに到着後、通常では入れない屋内練習場施設内や球団の記者会見場などを見学後

バスの中からは背番号 17を背負う佐々木朗希選手を拝見するなど、ちょっとしたサプライズもありました。 
ホテル ザ・マンハッタンではマネージャーの方やパティシエによるホテル業務の説明や宴会部門の支

配人によるテーブルマナーを学びつつ、実際にコース料理を堪能させていただきました。 
市原中央高校 IAC の生徒からは 1 時間半もかけて食べたことないから、最後のデザートでお腹がいっぱ

いとおっしゃられておりました。 
閉会式では、圡屋亮平パストガバナー（松戸 RC）によるご挨拶を頂きました。 
圡屋パストガバナーは足軽に壇上を登られて、「私は何歳に見えますか？」との質問に、「今は 91歳にな

ります」とのお答えに高校生をはじめ会場内にどよめきが起こるくらい元気な姿でした。 
また、健康の秘訣について、「利他の心。自分の事を考えず、相手の事を考えて行動する」ことを日々の

生活で心がけているとおっしゃられておりました。 
そして、最後に作詩者の永六輔氏の「人が生きると云う事」を読み上げられて閉会しました。 
最後に、永六輔氏の詩であります「人が生きると云う事」を記載させていただき来年度以降、久佐野委員

長の強い想いの海外研修の開催ができることを期待しております。 
 
★当日のニュース番組で放送され、千葉テレプラスにも掲載されております★ 
https://www.chiba-tv.com/plus/detail/20221171911 
 
奉仕プロジェクト委員会 ＆ ロータリー財団・米山記念奨学会委員会 
委員長 檜垣 昌宏 
 

https://www.chiba-tv.com/plus/detail/20221171911


 

人が生きるという事 

 

 

人が生きるという事は 

    誰かに借りをつくること 

    その借りを返していくこと 

    誰かにしてもらったように 

    誰かにしてあげること 

 

人が生きるという事は 

    誰かと手を繋ぐこと 

    その手のぬくもりを忘れないでいくこと 

    巡り合い愛し合いそして別れた後に 

    悔やまない様 今日明日を生きよう 

 

人は一人で生きていけない 

人は一人で歩んでいけない 
  



開会式 

  
 
ZOZO マリンスタジアム視察 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  



ZOZO マリンスタジアム視察 
 

  



ホテル ザ・マンハッタン ＜チャペル視察＞ 
 

  



ホテル ザ・マンハッタン＜テーブルマナー講習＞ 
 

  



ホテル ザ・マンハッタン＜テーブルマナー講習＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ホテル ザ・マンハッタン＜閉会式＞ 
 


